
抜
像
輝
師
の
和
交
法
語
に
就
て

抜
隊
灘
師

の
和
交
法
語

に
就
て

(
一
)

.

ノ

.
古

田

紹

欽

三
光
國
師
孤
峯
畳
明

の
法
嗣
に
甲
州
盤
山
向
嶽
寺

の
開
租
、
慧
光
大
圓
縄
師
抜
隊
得
勝
が
あ
る
。

こ
の
抜
隊
に
漢
文
語
録
と
和
文
法
語
と
が
現
存
す

る
が
、
前
者
の
漢
文
語
録
は
と
も
か
く
と
し
て
、
後
者
の
和
文
法

語
即
ち
璽

山
假
名
法
語
と
盤
山
和
泥
合
水
集
と
は
灘
宗
假
名
法
語

の
代
表
的
な
も
の
と
し

て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

私
は
昨
年
來
、
鈴
木
大
拙
博

士
の
も
と
に
於
て
、
輝
宗
假
名
法
語

の
思
想
的
文
献
的
研
究

に
携
る
機
會
に
恵
ま
れ

た
。
さ
う
し
て
そ
の

一
、成
果
と
し
て
、
今
秋
ま
で
に
は
盤
山
假
名
法
語
と
櫨
山
和
泥
合
水
集
と
を
併
せ
牧

め
て
、
博

蝉

士
と
共
同
編
校
の
名
に
て
抜
隊
灘
師

法
語
と
題
し
、
刊
行
す
る
蓮
び
に
な

つ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
刊
行
に
際
し
て
、
調

'

査
研
究
し
た
畳
書

の
断
片
を
次
に
記
さ
う
。

先
づ
第

一
に
璽
山
和
泥
合
水
集
三
巻
に
就
て
見
よ
う

。
漢
文
の
盤

山
抜
隊
和
荷
語
録
六
奉

の
巻
末
に
抜
隊

の
法
嗣

通
方
明
道
は
か
う
云

つ
て
ゐ
る
。

'

師
(按
隊
)生
二干
嘉
暦

二
年
丁
卯
十
月
六
日
一。
・
至
徳
四
年
丁
卯

二
月
二
十
日
巳
剋
寂
滅
尖
。
閲
レ世
六
十
有

一
。
僧
膿
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三
十
有

一
。
塔
扁
豊
ハ身
由掌
。
師
在

日
之
語
句
錐
レ有
昌如
許
"。

和
泥
合
水
三
冊
在
世
銭
レ梓
。

共
蝕
小
佛
事
偏
頚
垂

示
問
答
遺
誠
行
録
。
如
今
成
昌九
巻
一。
而
置
昌之
本
庵
向
岳
室
中
一臭
。

至
徳

四
年
丁
卯
蛤
午

旧

'

明

道

誌

之

此
庭

に

「
和
泥
合
水
三
冊
在
世
銭
レ梓
」
と
あ

る
如
く
、
和
泥
合
水
集
は
至
徳
三
年
仲
春
十
五
日
に
開
刻
に
な

つ
て

ゐ
る
。
至
徳

三
年
は
抜
隊
入
寂

の
前
年
に
當
る
。
こ
の
三
年
版
の
刊
記
に
は

干
時
至
徳
三
年
踊
仲
春
圭

日

始
之

、

幹
縁
比
丘

阻

遣

「

と
あ

る
。
幹

縁
比
丘
明
道
の
明
道
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
通
方
明
道

の
こ
と
で
あ

る
。

和
泥
合
水
集
が
刊
行

に
な

つ
た
動
機
は
、

こ
の
集
の
下
巻
の
末
尾

に
、

「
師
居
申

州
璽
山
一時
。
有
。身
邊
随
侍
僧
一將

託

冊
出

日
。
近
日
鷹
檜

尼
道
俗
等
之
疑
問
一。
,被
勢

示
垂
手
乏

語
。

少

々
記
集
今
有
昌三
冊
一。
禁

不
レ獲
レ已
而
寓
レ之
去
者
漸
多
。

如
レ是
妄
展
轄

書
二寓
之
一。

故
文
字
烏
焉
作
鳥

。

理
趣

也
随
参
差
。
恐
令
昌見

人
錯
逡
受
7罪
。
所
以
擬
"開
レ板
。

叉
以
二假
名
字
一書
レ之
。
,
而
欲
レ敏
出不
ゾ識
レ字
輩
普
見
易
一。
請

師
安
昌首
題
名
一。
師
云
。

非

是

予
本
意
一。
這
般
和
泥
合
水
之
野
語
。

安
昌著
什
慶
首
題

之
名
字
一乎
。

錐
昌然
與
塵

一

若
要
7爲
昌兇
孫
一作
甲警
策
曲
㌔

一
任
命
レ工
鎮
レ梓
焉
。
因
號
昌之
璽
山
和
泥
合
水
集
一耳
」
。

と
あ
り
、
僧
尼
道
俗

等
の
疑
問
に
鷹

へ
ら
れ
た
法
語
を
、
随
侍

の
僧
が
秘
に
筆
録
し
、
後
世
の
誤
傳
を
慮
り
、
抜

抜
隊
騨
師

の
和
丈
法
語

κ
㎜就

て

ー

(
二
)

警
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抜
隊
騨
師
の
和
丈
法
語
に
就
て

(三
)

隊
の
許
し
を
得
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ

る
。
随
侍

の
僑
と
は
何
人
か
明
確

で
は
な

い
が
、
明
道
が
恐
ら
く
自

己
の
名

を
伏

せ
て
か
く
云

つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
法
語
を
筆
録
す
る
も
の
は
、
こ
の
文

叢
よ
れ
ば
當
時
漸
く
多
き
を
加

へ
た
と
い
ふ
が
、
こ
の
随
侍

の
僑
が
抜
隊

に
呈
示
し
、
首
題
を
請
う
た
も
の
は
少
く
と
も
烏
焉
馬
の
誤
の
な

い
正
し

い
も
の
で
あ

つ
た
に
相
違
な
い
。
帥
ち
現
存
0
至
徳

三
年
本
は
當
時
の
決
定
本
で
あ

つ
た
わ
け

で
あ
る
。
實
際
、
抜

隊
自
身

に
於
て
も
こ
の
筆
録
本
は
按
閲
も
し
た
も

の
で
あ
ら
う
。

扱
て
、
.、
の
至
徳
三
年
版
と
は
如
何
な
悪

の
で
あ
ら
う
か
。
犠

々
の
研
究

に
封
し
羅

え
妻

援
を
惜
し
ま
れ

な
い
、
積
翠
交
庫
主
石
井
光
雄
氏
は
、
こ
の
至
徳
版
が
細
川
侯
爵
家
に
所
藏

せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
敏

へ
、
そ
の
閲

覧
に
封
す
る
斡
旋

の
勢
を
取
ら
れ
た
。

私
の
見
た
至
徳
版
は
こ
の
細
川
家
所
藏

の
も

の
で
あ
る
が
、
他

に
同
版
の
現
存
す
る
も

の
は
殆
ん
ど
な

い
の
で
は

な
か
ら

う
か
。

至
徳
版
の
形
式
と
構
成
は
、
美
濃
紙
版
三
巻
本
で
、
上
巻
四
十
二
紙
、
中
霧
五
十
九
紙
、
下
巻
四
十
五
紙
、
各
巻

四
周
輩
邊
、
牛
葉

九
行
、

一
行
の
字
詰

二
十
字
前
後

の
木
版
本

で
あ
り
、
本
文
は
漢
字
混
り
の
片
假
名
で
あ

る
。
上

'巻

下
巻
は
初
葉

の
右
下
遽
外

に
、
中
巻
は
見
返
し
左
隅
に
樺
英
な
る
刻
者
の
名
を
出
し

て
ゐ
る
。
細
川
本

に
就

て
知

る
所
を
記
せ
ば
、
上
巻
下
巷

の
巻
末
に
は
墨

で

「
前
永
卒
大
中
六
世
快
里
代
(花押
)
{淋
継
ッ
像
か
代
ハ
}
寄
附
善
盈
庵
主
」
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{鰍

蟻

煙

寄
}
と
奥
書
が
あ
る
。

.

快
隻
は
快
庵
妙
慶
ー
培
芝
正
悦
-
圭
庵
伊
自
-
龍
州
文
海
ー
海
庵
尖
智
-
快
婁
良
慶
と
法
を
嗣

い
だ
曹
洞
宗
下
野

大
中
寺

の
六
代

で
永
腺
の
頃
に
こ
の
寺

に
住
し
た
人
で
あ
る
。
以
下
同
じ
く
墨
書
で
上
巻
末

に

「
太
歳
丁
卯
重
陽
廿

八
日
」
と
あ

る
が

丁
卯
は
恐
ら
く
永
隷
十
年
で
は
な
か
ら
う
か
。
上
巻
見
返
し
の
左
隅
に
は

「
恵
明
爲
に
読

ム
、
不

思
善

不
思
悪

正
與
塵
時
那
箇
是
明

上
座
本
來
面
目
、
言

下
大
悟
」
と
あ

り
、
又
各
巻
見
返
し

の
中
央
に
は
共
に

「
付

・

與
玄
碩
九
易
曳
圃
〔

と
あ
る
。
九
易
な
る
人
も
玄
碩
な
る
人
も
詳

か
で
な

い
。

叉
、
善
盆
庵
圭
が
誰
で
あ
る
か
と
い

、

ふ
こ
と
も
知
ら
れ
な

い
。
臆
測

で
あ
る
が
此
等

の
人

々
は
曹
洞
暉

に
属
す
る
人
達

で
は
な
か

つ
た
か
と
考

へ
る
。
こ

の
和
泥
合
水
集
が
洞
門

の
快
里

の
如
き
人
に
如
何
に
し
て
藏
せ
ら
れ
る
や
う
に
な

つ
た
か
と
い
ふ
理
由
は
知
る
べ
く
.

も
な

い
が
、
抜
隊
が
加
賀

の
峨
山
に
相
見

し
た
と

い
ふ
や
う
な
洞
門
と

の
因
縁

に
よ

つ
て
こ
れ
が
奪
重
せ
ら
れ
た
の

で
は
あ

る
ま
い
か
。

,

衣
に
こ
の
細
川
本
の
表
紙
に
就
て
で
あ

る
が
、
細
川
本
は
至
徳
三
年
刊
行
當
時
そ
の
ポ

～
の
表
紙
で
は
な
く
、
文

政
九
年
以
後

の
表
紙
の
改
装
が
あ
る
。
下
巻
の
裏
表
紙
の
貼
込
み
に

一
休

の
こ
と

に
關
し
て
書
い
た
も
の
が
あ
り
、

そ
の
絡
の
方

に

「
文
政
九
年
冬
江
戸

二
而
求
之
」
と
見
え
る
。

叉
。
裏
表
紙

の
内

に

「
善
盆
庵
圭
寄
附
之
」
と
あ
る

之
の

一
宇

の
下
部
は
改
装

に
際

し
て
動

噺
さ
れ
た
も
の
～
如

く
鉄
け
て
ゐ
る
。
表
紙

の
裁
断
と
同
じ
く
本
紙
も
天
地

抜
隊
薩
師
の
和
丈
法
語
に
就
て

(四
)
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縞恢
隊
輝
師
の
和
丈
法
語
に
就
て

(五
)

は
僅

で
あ
る
が
断
ち
切
ら
れ
て
を
り
、
本
の
縦
は
美
濃
紙
版
よ
り
は
や

、
短

い
。

然
し
原
型

は
改
装
は
さ
れ
ズ
も
充
分
保
存
さ
れ

て
ゐ
る
や
う
に
窺
は
れ
る
。

至
徳
版

の
債
値
は
書
誌
學
に
見
て
大
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
去
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
内
容
の
上
に
於

て
も

「
關
」

を

「
開
」

に
、

「
宋
」
を

「
宗
」

に
等

々
の
誤

つ
た
や
う
な
例
を
除

け
ば
、

こ
れ
以
後
の
版
に
見
ら
れ
る
や
う
な
脱

字
が
な

く
て
、
版
本
と
し
て
は
最
も
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。
寛
永
以
後
、
江
戸
時
代
か
ら
最
近
ま
で
の
間
、

こ
の
書

の
新
刻
重
刻
に
な

つ
た
も
の
は
歎
本
あ

る
が
ゐ

一
本
も
こ
の
至
徳
版
を
底
本
と
し
た
も
の
は
な

い
。
至
徳
版
が
印
刷

さ
れ
た
の
は
極
め
て
少
部
数

で
、
江
戸
時
代

に
あ

つ
て
も
容
易

に
見
ら
れ
な
か

つ
た
も
の
に
相
違
な

い
。
但
し
、
至
徳

版
の
板
木
が
早
く
失
は
れ
た
と

い
ふ
の
で
は
な

い
。
私
は
こ
の
五
月
末
向
嶽
寺
に
出
張
し
て
勝
部
敬
學
老
師
及
び
田

邊
宗
英
氏
の
厚
意

に
よ
り
大
悲
閣
を
調
査
し
た
時
、
こ
の
至
徳
版

の
大
部
分

の
板
木
を
登
見
し
た
の
で
あ

る
。
自
蟻

の
た
め

に
多
く
損
は
れ
て
、
こ
の
現
存
板
木
に
よ

つ
て
新

に
刷

る
と

い
ふ
こ
と
は
残
念
な
が
ら
困
難

で
あ
る
が
、
私

は
そ
の
損
は
れ
た
う
ち
に
も
窺
は
れ
る
特
異
な
版
式

に
注
意
を
彿
ひ
、

一
枚

一
枚
調

べ
て
行
く
う
ち
に
前
記
細
川
、

本

に
あ
る
如
き
刊
記

に
あ
る
部
分
を
見
出
し
江
。

こ
の
板
木

に
就

て
は
專
門
家
の

詳
し
い
研
究
を
侯

つ
べ
く
、
此
露
噺

に

一
言
報
告
し
て
お
く
。

次

に
至
徳
版

に
つ
い
で
開
板

に
な

つ
た
も
の
に
寛
永

の
木
活
版
が
あ

る
、
美
濃
紙
版
三
巻
本
で
上
巻
三
十
八
紙
、
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中
巻
四
十
九
紙
、
下
、巻
三
十
六
紙
、
・四
周
輩
邊
、
牛
葉
十
行

一
行
二
十
字
詰
で
、
下
巻
末

に

「
寛
永
丙
寅
林
鐘
日
板

開
」
と
刊
記
が
あ
る
。
漢
字
混
り

の
片
假
名
本
で
、
嘆
字

に
振
假
名
を
附

さ
す
、
濁
黙
も
句
鮎

も
な
い
鮎

は
全
く
至

徳
版
と
同
じ
で
あ

る
。
寛
永
版
は
至
徳
版
に
よ

つ
た
に
相
違
な

い
が
、
こ
の
寛
永
版
に
な
る
と
既

に
脱
字
が
あ
り
、

こ
れ
が
た
め
に
こ
れ
以
後

の
版
が
悉
く
こ
れ
に
よ

つ
て
脱
字
そ
の
ま

、
に
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
私
は
寛
永
版
を
京
都

陽
明
文
庫
に
於
て
被
見
し
た
。
木
活
本
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

寛
永
版
に
更
に
衣

い
で
板
行
に
な

つ
た
も

の
に
慶
安

二
年
版
が
あ

る
乏
云
は
れ
る
。
恐
ら
ぐ
盤
山
假
名
法
語

の
慶

安
版
と
同
時
に
開
板

に
な

つ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
私
は
未
だ
こ
の
版
を
見
る
機
會
を
得
な

い
。
今
津
洪
嶽
師
は
佛

書
解
読
僻
典
の
う
ち
に
、
向
嶽
寺
に
こ
の
版
が
あ
る
と
書
か
れ
て
ゐ
る
が
、
私

の
調
査
し
た
所

で
は
現
存
し
な
か
つ

こ
o

＼

す
今

日
最
も
流
布
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
書
林
古
川
墾
郎

兵
衛

の
刊
行

に
な
る
三
翁
本
で
あ
る
。
本
版
は
刊
行
年
時
を

触
く
も
元
緑
版
で
あ
る
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
本
版
は
書
林
古
川
墾
郎
兵
衛
と
刊
記

の
あ

る
も
の
、
或
は
書
林
屡
郎

兵

衛
と
刊
記

の
あ
る
も
の
等
が
有
る
が
、
"何
れ
も
同
版
で
刷

に
前
後

の
相
違
が
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。
本
版
は
漢
字
に
は

振
假
名
を
附
し
、
句
鮎
濁
鮎
を
施
ル
て
極
め
て
讃
み
易
く
し

て
を
り
、
温
般
化
を
は
か

つ
九
も
の
と
思
は
れ
る
。

元
來
、
こ
の
和
泥
合
水
集
嫉
随
侍

の
信
が
假
字
を
以

て
書

し
た
も

の
で
、
抜
隊
自
ら
が
、
普
及
化
を
豫
測
レ
て
筆

　

抜

隊
暉
師

の
和
文
法
語
に
就

て

(
六
)
・
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{荻
隊
輝
師
の
和
丈
法
語
に
就
て

-

(
七
、)

を
取

つ
た
も
の
で
な
く
、
假
名
法
語
と
云
つ
て
も
所
謂
そ
れ
と
は
趣
を
多
少
異

に
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
の
傑

出
し

て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
黙
か
ら
、
自
然
と
後
人
に
よ
つ

て
振
假
名
、
濁
鮎
、
句
讃
黙
等
が
施

さ
れ
て
盆
々
大
衆
性

を
持

つ
や
う
に
な

つ
た
。
明
治
以
後
の
活
版
本
だ
け
で
も
歎
種
を
墨
げ

る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
刊
本
の
輝
宗

假
名
法
語
と
し

て
は
夢
窓
疎
石

の
夢
中
問
答
が
古

い
が
、
そ
れ
に

つ
ぐ
古
さ
・と

加
ふ
る
に
普
及
性
を
具

へ
た
鮎

に
於

て
は
本
書
は
假
名
法
語
の
思
想
的
、
書
誌
學
的
研
究

に
先
づ
以
ヤ
注
意

さ
る
べ
き
も
の
と
思

ふ
刃

"
.

第
二
に
は
盤
山
假
各
法
語

一
雀
に
就
て
で
あ

る
ゆ
璽
山
假
名
法
語

は
抜
隊
法
語
と
も
盤
山
假
字
法
語
と
も
云
は
れ

る
。

・

本
書
は
十

三
項

の
宗
要
を
示
し
た
清
息
文
を
編
輯
し

た

も

の

で
、

最
初

の

晶
消
息
の
み
は
宛

て
人
の
名
を
鉄
く

が
、
他
は
悉
ス
宛
名
を
明

に
し
て
ゐ
る
。
此
書
の
最
も
古

い
刻
本
は
私
の
知
る
範
園
で
は
寛
永
廿
年
版
で
あ

る
。
寛

永
廿
年
と
云

へ
ば
、
抜
隊
妓
後

二
百
五
十
有
鯨
年

に
も
な
る
の
で
あ

つ
て
、
寛
永
廿
年
版
が
最
も
古
い
と

い
ふ
こ
と

は
、
和
泥
合
水
集

の
在
働
中
の
刊
行
に
較

べ
考

へ
て
不
思
議
な
こ
と

で
あ

る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ
は
誰
し

む
疑
問
と
す

る
所
で
あ
ら
う
が
、
私
は

こ
の
盤
山
假
名
法
語
は
後
世

の
編
輯
で
あ
る
と
考

へ
る
。

そ
の
理
由
は
先
に

漢
文
語
録
の
巻
末

に
あ
る
明
道
の
誌
を
墨
げ

た
が
、
簗
の
う
ち

に

「
和
泥
合
水
三
冊
在
世
銀
梓
、
其
絵
小
佛
事
偏
頗

垂
示
問
答
遺
誠
行
録
。
如
今
成
九
巻
…
」
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。
明
道

に
よ
れ
ば
師
の
著
作
は
合
し

て
九
霧
を
成
す
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と
云
つ

て
ゐ
る
。
九
巻

の
う
ち
三
巻
は
和
泥
合
水
集
で
、
其
絵

の
も

の
が
山嚇・巻

で
あ

る
わ
け
で
あ

る
が
、
小
佛
事
か

ら
遺
誠

・
行
録
を
含
め
た
現
存
の
盤
山
抜
隊

和
術
語
録
六
巻
が
こ
れ
に
相
當
す
る
。
語
録
は
拮
香
佛
事
上
下
二
巻
、

薬
炬
上
下
二
巻
、
法
語

(
漢
文
)
と
偶
頗

で

「
巻
、
問
答

・
垂
示

・
遺
誠
、・
行
録

で

一
巻
、
合
し
て
六
巻
を
な
し
て

ゐ
る
。
現
存
語
録
は
向
嶽
寺
第
三
世
、
後

に
八
王
子

の
廣
園
寺
開
山
と
な

つ
た
峻
翁
令
山

の
重
録
し
た
も

の
で
、
必

す
し
も
明
道
の
い

ふ
も
の
と
同

一
の
巻

の
別
け
方
で
は
な

か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
明
道
の

い
ふ
も
の
が
も
と
に
、

な

つ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
は
璽
山
假
名
法
語
が
含
ま
れ

て
ゐ
な

い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
勿

論
九
巻
の
う
ち
和
泥
合
水
集
の
み
至
徳
三
年
に
刊
行
に
な
り
、
他
は
寓
本
の
ま

、
存
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
爲
本

の
な
か
に
盤
山
假
名
法
語
は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

・

從

っ
て
私
は
塵
山
假
名
法
語

の
成
立
を
後
の
も
の
で
あ

る
と

い
ふ
の

で
あ
る
。
本
書
に
は
序
も
践
も
な
く
、
成
立

を
捨
測
す
る

噌
切
の
手
が
か
り
が
存
し
な

い
が
、
少
く
と
も
峻
翁
令
山
は
本
書

に
就

て
知

つ
て
ゐ
な

い
。
漢
文
語
録

は
慶
安
四
年
書
林
中
野
氏
是
誰
に
よ
つ
て
刊
行
に
な

つ
て
ゐ
る
が
、
璽
山
假
名
法
語
は
こ
れ
よ
り
九
年
前
、
寛
永
廿

年
、
同
じ
書
林

の
中
野
氏
是
誰
に
よ

つ
て
初
め
て
の
開
板
を
見
た
も
の
、、
如
く
で
あ

る
。

こ
の
寛
永
廿
年
版
は

一
雀
本
三
十
六
紙
、
四
周
隻
邊
、
牛
葉
九
行
、

一
行
の
字
詰
廿
五
字
前
後
で
、
本
文
は

漢
字

混
り

の
片
假
名
で
あ
り
、
漢
字
に
は
振
假
名
を
附
し
、
濁
黙
、
句
護
鮎
が
あ

る
。
巻
末
刊
記
に
は

「
寛
永
癸
未
中
春

抜
隊
輝
帥
の
和
丈
法
語
に
就
て

(
八
)

.
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抜
除
輝
師
の
和
交
法
語
に
就
て

(
九
)

、

吉

辰
中

野
氏

是
誰
新

刻
L

と
あ

る
が
、

特

に
新

刻
と
あ

る
こ

の

二
字

は
看

逃

蓉

る

べ
き

で
は

な

か

ら

う
。

　
て
の
　

寛
永
版
に
衣
ぐ
も
の
に

「
慶

安
二
己
丑
暦
仲
春
望
」

の
刊
記
の
あ
る
慶
安
二
年
版
が
あ

る
。
慶
安
版
は
題
鑛
を
祓

隊

法
語
と
し
、
内
題
を
璽
山
假
字
法
語
と
し
、
本
文
の
最
初

に
清
息

の
内
容
目
次
を
墨
げ

て
ゐ
る
。
美
濃
紙
版

一
巻

本
四
十
四
紙

で
、
四
周
輩
邊
、
牛
葉
十
行
、

一
行
字
詰
は
十
九
字
前
後

で
あ
り
、
寛

永
版
同
様

に
漢
字
に
は
振
假
名

噂

を
附
し
、
濁
黙
、
句
護
鮎
が
あ

る
。
唯
本
文
は
漢
字
混
り

の
雫
假
名

で
あ

る
。
最
初
の
原
爲
本
が
片
假
名
で
あ

つ
た

ぬ

、

か
、
準
假
名

で
あ
つ
た
か
到
明
し
な

い
が
、
滑
息
で
あ

つ
た
か
ら
或
は
軍
假
名

で
あ

つ
た
か
も
知
れ
な

い
。
慶
安
版

・は
必
す
し
も
寛
永
版
を
底
本
と
し
た
如

く
に
は
思
は
れ
す
、
編
輯

の
騰
裁
も
相
違
す
る
し
、
寛
永
版
の

「
叉
」

「
な

り
」
刀
則
L
等
は
慶
安
版

で
は

「
亦
」

「
也
」

「
す
な
は
ち
」

と
作
り
、
或
は
原
稿
と
な

つ
た
も
の
が
異
る
も

の
で
あ

つ
た
か
と
考

へ
ら
れ

る
。

/

慶
安
版
に
つ
い
で
は
享
保
二
年

に
伊
藤
氏

に
よ
つ
て
開
板

さ
れ
た
も
の
が
へ砂
る
。
假
名
は
片
假
名
で

一
雀
三
十
六

紙
、

一
紙
九
行
で

一
行

の
字
詰
は
不
定

で
あ

る
。

こ
の
板
木
は
現
に
向
嶽

寺
に
前
記
の
至
徳
版
和
泥
合
水
集

の
板
木

と
混
雑
し
て
現
存
し

て
ゐ
る
。
刊
記
に

「
享
保

丁
未

十
月
穀
旦

伊
藤
氏
開
板
」

と
あ
る
。

-

こ
の
外
、

「
寺
町
蛸
藥
師
上

ル
町
小
川
源
兵
衛
」

又

「
寺
町
藤
屋
三
郎
兵
衛
」
と
の
み
の
刊
記
の
あ

る
も
の
か
ら

無
刊
記

の
異
版
は
歎

本
存

し
よ
う
。
私

の
見

た
も
の
で
も

二
種
は
確
實
に
あ
る
。

墾
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憶

ふ
に
盤
山
椴
名
法
語
は
盤
山
和
泥
合
水
集
に
比
し

て
、
消
息
文

で
あ

る
だ
け
に

一
層
内
容
が
準
易
で
あ
り
、
江

戸
時
代

に
流
布
し
た
程
度
か
ら
云

へ
ば
、
こ
の
方
が
和
泥
合
水
集
よ
り
は
大
き
か

つ
た
や
う

に
窺
は
れ
る
。

盤
山
假
名
法
語
が

一
・般

に
流
布
し
た
こ
と

に
就

て
考

へ
略
れ
る
こ
を
は
、
思
想
的

に
如
何
な

る
方
面
に
影
響
を
及

し
た
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
今
後
の
研
究
に
属
す
る
の
で
あ

る
が
、
武

士
道
の
寳
典
と
云
は
れ
る
葉
隠

の
如
き
に
も
本

書
が
引
か
れ
て
を
り
、
こ
の

一
事
か
ら
推
し
て
も
叢
林
の
み
な
ら
す
在
俗
の
間
に
影
響
し
た
假
名
法
語
と

い
ふ
も

の

を
詳
し
く
研
究
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
屡
考

の
た
め
に
葉
隠

に
引

く
所
を
墨
げ
れ
ば

『
盤
山
法
語

昌
、
少
年

ヨ
リ

一
ッ
ノ
疑
、ヒ
起

ソ
テ
候

ヒ
シ
。
拗

コ
ノ
身

ヲ
成
敗

シ
テ
誰
ト
問

ハ
"
我

ト
答

フ
ル
物

ハ
是
何
物
ゾ

ト
、

一
念
疑
初

ル
ヌ
リ
シ
プ
歳

ノ
重

川
儘

二
、
疑
深

フ
ナ

ル

ニ
ョ
リ
テ
、
出
家

セ
ン
ト
思

ヒ
立
チ
候

ヒ
シ
時
、

一
ッ
ノ
大
願
力
起
リ

テ
候

ヒ
シ
。
蓮

モ
出
家

ス
ル
ト
ナ

ラ
バ
、
猫

一
身

ノ
爲

二
道

ヲ
求

メ
ジ
。
諸
佛

ノ

大
法

ヲ
悟

リ
テ
、

一
切
衆
生

ヲ
度

シ
鑑

シ
・グ
後

二
正
畳
ヲ
成

ス
ベ

シ
。
叉
若

シ
コ
ノ
疑
ヲ
明
メ
ザ

ラ

ン
中

二
、
佛

法
ヲ
學

セ
ジ
。

又
僧
家

ノ
禮
ヲ
學

セ
ジ
。
人
間

二
交

ラ
バ
善
知
識

ノ
下
ト
山
ト

ヨ
リ
外

二
身

ヲ
置

カ
ジ
ト
ナ
リ
。

出
家

ノ
後
殊

二
疑

モ
深

フ
ナ

ル

昌
随

ッ
勇
、

コ
ノ
願

モ
深

ク
起

リ
テ
候

ヒ
シ
様

ハ
、
前
佛
巳

二
浬
樂

シ
、
後
佛
未

、

世

二
出

デ
玉

ハ
ザ

川
中

間

二
、
佛

法

ノ
絶

エ
ン
時

轟
於

ヲ
、
無

佛

世
界

ノ
衆
生

ヲ
度

セ

ン

ニ
、

障

ナ

キ
程

ノ
大
道

心

ヲ
起

ナ

バ
ヤ
。

縦
令

コ
ノ
愛
見

ノ
罪

昌
依

ツ
テ
、
無

間

地
獄

二
墜

ッ

ル
ト

モ
、
衆

生

ノ
苦

ニ
ダ

ニ
代

り
得

バ
、＼

抜
隊
縄
師
の
和
丈
法
語
に
就
て

、

,

,

(
一
〇
》
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抜
隊
暉
師
の
和
丈
法
語
に
就
て

(
一
一
)

ス

コ
シ

モ
退

屈

ス

ル
事

ナ
ク

シ
テ
生

々
世

々
未

來
際

ヲ
鑑

ス

マ
デ
、

コ
ノ
願

ヲ
失

ナ

ハ
ジ
。

叉
修

行

二
於

デ
ャ
生

死
相

見

昌
滞

ラ
ジ
。

小

善
根

ヲ
修

シ
テ
寸

ノ
暇

ヲ

フ
ヤ
甥

ジ
。

叉

自

ラ

ソ
ノ
力
至

ラ
ず

ラ
シ

ニ
、

人

弘
利

盆

ツ
テ

人

ノ
眼

ヲ
潰

ず

ジ

ト
、

コ
ノ
願

心

ノ
僻

㍗
ナ

リ

テ
ゆ

工
夫

ノ
障

ト
成

り
候

ヒ
シ
カ

ド

モ
、
止

ム
事

ヲ
得

ズ

シ
テ
、

諸
佛

二
封

シ
テ

モ
、
常

ニ
コ
ノ
願

ヲ
達

シ
テ
候

ヒ
シ

ホ
ド

ニ
、'
一
切

ノ
善

悪

ノ
縁

二
封

ス

ル
時

モ
、
唯

コ
ノ
願

ヲ

行

ジ
、

諸

天

ノ
眼

ヲ
友

ト

シ

テ
、

今

二
至

リ

テ
候

ナ

リ
。

、

奉

公

人

の
大

願
も

斯

く

の
如

く
な

る

べ
し
』

(聞
書
第
+

一
)

と

あ

る
。

こ
れ

は
抜
隊

が

正
法

庵
圭

に
與

へ
た

清
息

の
う

ち

か
ら
抜

き

認
し

た
も

の
で
あ

る
。
漢

文
語

録

は
字
句

の

難
解

で

あ

る
鮎

で
、
殆

ん

ど
學
識

あ

る
灘

者

の
手

よ

り
以

外

に
援

る

こ
と

が
な

か

つ
た
が
、

假
名

法
語

は
職

者

よ
り

も

寧

ろ

在

俗

の
手

に
あ

つ
た
と

云

ふ

べ
き

で
あ

る
。

さ

う
し

て
そ

れ
が
宗

敏

的
な

敏

へ
と

し

て
あ

つ
た
ば

か
b

で
な

く
、

讃

み

物
と

し

て

の
文

學
的

な
償

値

も
多
分

に
持

つ
た

も

の

で
あ

つ
た
。

以

上
櫨

山
和

泥
合

水

集

と
盤

山
假

名

法
語

に
關
す

る
畳
書

の

唄
端
を

甚

だ
蕪
難

に
叙

べ
忙
。

本

稿

は
何

れ
訂

正
を

加

、
て
假
名

法
語

全
膿

の
研
究

の
う
ち

に
詳
細

に
纒

め
て
論
す

る

で
あ

ら

う
。

(
一
八

℃
七

・
三

〇

)
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